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令和５年度 京都府戦略的地震防災対策推進部会結果概要について 

 

１ 開催日時 

  令和５年４月 20日（木）10時から 11時まで 

 

２ 場所 

  京都府庁福利厚生センター第１会議室 

 

３ 出席者                                         

  氏   名 現     職 分  野 

    明致 親吾 京都ＣＳＲ推進協議会 会長 行政評価・民間 

窪田 好男 京都府立大学公共政策学部 教授 公共政策 

越山 健治 関西大学社会安全学部 教授 都市防災 

◎部会長 

牧 紀男 
京都大学防災研究所 教授 防災計画 

松島 信一 京都大学防災研究所 教授 建築（耐震化） 

                                                   (五十音順、敬称略) 

４ 議事内容 

（１）第三次京都府戦略的地震防災対策指針（以下、「対策指針」という）及び推

進プラン（以下、「推進プラン」という）の改定について・・資料２－２  

   ①「公立学校のブロック塀対策を進める」を削除 

   ②「急傾斜地に係る土砂災害警戒区域の内、要対策箇所(2,258 箇所)を

(2,260箇所)」に修正 

 

（２）対策指針の評価及び推進プランの進捗状況等について・・資料２－３  

・対策指針の目標達成に係る具体的な 333 の事業の進捗状況については、

124事業（37.2％）が完了・定着化しており、昨年度と比較し完了・定着

が７項目増加し、検討が減少している。 

 

（３）花折断層帯地震被害想定見直し等について・・資料２－４ 

     ・令和５年度に花折断層帯地震被害想定見直し、発災から復旧までのシナ

リオ作成及び府の防災拠点や周辺道路の被害状況調査や代替施設の検討

を行う。 

   ・京都大学防災研究所と共同研究により、府の防災拠点の被害状況等をも

とに代替施設の検討を行う。 

 

🔶上記議題については、全て承認された。 



現行記載内容 修正案（又は確認事項）

1

1-1-2
　20
○公立学校のつり天井対策を進めるとともに、その他
の非構造
   部材等においても耐震化を促進する
＜公立小・中学校のつり天井対策の完了を目指す＞
・長寿命化計画の推進にあわせ非構造部材の耐震
化を進める
・公立学校のブロック塀対策を進める

1-1-2
　20
○公立学校のつり天井対策を進めるとともに、その他
の非構造
   部材等においても耐震化を促進する
＜公立小・中学校のつり天井対策の完了を目指す＞
・長寿命化計画の推進にあわせ非構造部材の耐震
化を進める
・（削除）

2

1-3-2
51
○急傾斜地に係る土砂災害警戒区域（約10,200箇
所）の内、要対策箇所(2,258箇所）の対策工事を進め
る

1-3-2
51
○急傾斜地に係る土砂災害警戒区域（約10,200箇
所）の内、要対策箇所(2,260箇所）の対策工事を進め
る

第三次京都府戦略的地震防災対策推進プラン新旧対照表
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京都府戦略的地震防災対策推進プラン 進捗状況 
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１ 地震等に強い京都のまちづくりを進める

(計 83)

２ 地震等に強い京都の人づくりを進める

(計 48)

３ 地震時の住まいの安全、地震後の住まいの安心を守る

(計 14)

４ 行政等の災害対応対策の向上を図る

(計 161)

５ 京都経済・活力を維持し、迅速な復旧・復興を実現する

(計 16)

６ 京都らしさを保った復旧・復興を実現する

(計 11)

施策項目別の状況

完了・定着化 実施 検討 未着手

（計 333） 

事業） 

（計 333事業） 



花折断層帯地震被害想定の見直しについて 

 

 

１ 目 的 

  京都府では、平成 20 年に府内 22 の活断層の被害想定を算出し、防災体制 

の構築や府民向けに啓発を行ってきたところであるが、公表から 15年が経過 

し、この間、社会基盤データ（人口や耐震化率等）の変化が著しいため、想定

数にも大きな変化が生じていることが予見される。また、府内 22 断層の地震

の発生確率が高まっており、防災体制を強化し対策を講じる必要がある。  

以上のことから、府内最大の被害が想定される花折断層帯地震の被害想定の 

見直し及び発災から応急復旧までの時間の経過を踏まえた被害様相を作成し、

防災体制の強化や社会活動の維持、早期復旧等の検討を実施する。 

 

２ 内 容 

（１）被害想定等 

   ・花折断層帯地震被害想定見直し 

   ・発災から復旧までのシナリオ作成 

 ・府の防災拠点や周辺道路の被害状況調査及び代替施設の検討 

 

（２）共同研究 

 被害想定見直しにあたって、以下の内容について京都大学防災研究所と

の共同研究を実施予定 

・府の防災拠点の被害状況等をもとに代替施設の検討 

・被害想定の精度をより高めるため専門的知見の反映 
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京都府 2008 

花折断層帯（マグニチュード７．５） 
断層の位置：京都市左京区～滋賀県高島市  断層タイプ（変位）：右横ずれ断層 

※今回の想定は一定の条件のもとに推計を行ったものであり、実際の被害は想定より大きい場合があります。 
 

 
注）京都市域は京都市(2003)の成果を表示

 

 
注）京都市域は京都市(2003)の成果を表示

【震度予測結果】（左図・上段） 

・震度 7 は、京都市北区・上京区・左京区・中京

区・東山区・山科区・下京区の一部に分布す

る。 

・震度 6 強は、京都市の市街地から宇治市、城

陽市、向日市、長岡京市、八幡市、京田辺市、

大山崎町、久御山町の一部にかけて分布す

る。 

 

【液状化危険度予測結果】（左図・下段） 

・京都市南部から河川（桂川、宇治川、木津川）

沿いで液状化危険度が高い。 
 

被害数量一覧 

死者数
要救助者
数

短期避難
者数

全壊
半壊・一
部半壊

焼失建物

重傷者数
(人） (人） (人） (人） (人） (棟） (棟） (棟）

京都市 5,410 59,600 10,500 36,360 295,500 118,490 46,800 15,290

山城広域振興局管内 1,440 13,270 1,540 7,400 161,880 25,940 54,390 3,090

南丹広域振興局管内 90 1,490 100 630 20,640 3,650 11,140 180

中丹広域振興局管内 0 10 0 0 2,730 290 1,620 0

丹後広域振興局管内 0 0 0 0 340 70 260 0

府計 6,940 74,370 12,140 44,390 481,090 148,440 114,210 18,560

負傷者数

人的被害 建物被害

 
※端数処理等の計算誤差により、総括表の数値と一致しないことがあります。 

山城： 宇治市、城陽市、向日市、長岡京市、八幡市、京田辺市、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、宇治田原町、

笠置町、和束町、精華町、南山城村 

南丹： 亀岡市、南丹市、京丹波町 

中丹： 福知山市、舞鶴市、綾部市 

丹後： 宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町 

京都府 2008 

京都府内の行政界 

液状化危険度 高 

液状化危険度 中 

液状化危険度 低 

液状化危険度なし 
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